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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霞た別に、．　Llに述べた生糸を生皮苧と1司様に，本練ノ女び

　　　　　　　　緒　　　　　言　　　　　　　　　　7分練に精練し，その」己斯焼前後0境1伸度及び魔擦係数

　紡績糸の瓦斯焼は糸の表面にある毛羽を焼きとつて，　　　を測定比較した。これは絹紡糸を構成コ1噸絹繊維が瓦斯

外観をよくするために行うもので，澱二通紡績糸はこれを　　　畳ジ遣のために，どのような影響を受けているかを知るため

行えば，外観はよくなるが強伸度は低減・畢4るmしかし絹　　　に行つた。

紡糸は瓦斯焼のため伸度は減るが，強力は粘練程1麗，瓦　　　　強伸度はシfiツパー型抗張力試験機により，艮さ25cm

斯焼糧度及び撚度によつて却つて増加するものがある。　　　について測竃した。また繊維の表面鷹擦係数は高木式擾

　今までに絹紡糸の瓦斯焼に関する研究1よ幾つもある　　　繊維鷹擦係数試験磯1こよつた。

が，その多くは毛羽の焼除を同的としたもので，この強　　　　総ての実験は概ね関係湿度65％の蜜内で行い1　・es数値

伸度の特異な変化を取りあげたものはない。しかしこれ　　　は夫々100圃つつ測緊置して・その平均催によつた。

を究明して瓦斯焼工程を改良し，璽に絹紡糸の品質改善

を図ることは極めて重要な事柄である。　　　　　　　　　　　　　　　案験結果及び考察

　よつて著者等はまつ瓦斯焼が絹紡糸の強伸度に及ぼす　　　　1）網紡糸の種類と瓦斯焼廣による強伸農

影響を調査して，この特異現象の内容を鮮明し，どの種　　　　第1炎は7分練絹紡糸蜘ん及びca／t（共に普通α）撚度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Ptめの糸，どの種の焼き方が，このような特異現象を呈する　　の，磁々の瓦斯焼度に対する強伸度の変化状態を示す。

かを検討し，更にその原因を究明したのでそのあらまし　　　（細紡単糸は緯糸に用いるので瓦斯焼は行わないが，こ

を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の実験ではデータの必要上，1團ここれも瓦斯焼して，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の影響を測鑑した）。

　　　　　　　　実験材料　　　　　これにょれば7分練絹紡糸は，EE　Jtrf焼のために伸慶は

　紡績原料には無作意につくつた生皮苧を用いた。これ　　　滅るが，強力は9回焼あたりを最高として増滅すること

は絹紡原料として代表的なものだからである。また絹繊　　　が見られる。

維の強伸度や摩擦係数を測宛するために，生皮苧と同一　　　　　　　　　　　　第1袈

騨からとつた21中生継嗣こ・従つ一eこ土1は実験の　種類副1劉・1・179113・5
便宜上，出来る限り繊度偏蓋の少ないよっ注恵深くつく

つた0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140／2

　　　　　　　実　験　方　法

上に述べた生皮苧を絹糸紡績の常法で，本練と7分練　　　　66／1

に精練し　その各々で常法によつて，　42／2及びB6！1を紡ざ　　一，＿一

強力（・）1…61282・・1・・ア・・1292・　・　12S3・・127…

伸度（％）｝…1…レ・・i・・gl・・7i　7・・

強力！・）1252・・1264・・1269興・圏鯉

伸度（％・1…｝・・1レ・・「・・司・・61・・

L　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　胴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　i－｝，nv－Tt　　　　　　　　　　　一皿皿－…』ny　tt1T…’　　　　　　　　　　　　　『

夫・一・・醐酬麺・轍・測定胤た・　1然度llll欝1猫inch燃16’2／inch’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓦斯焼回数　　焔上〕垂過圓数
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　　糸　速　慶　3595inch／min　　　　　　　　　　　　　　瓦斯焼のために伸度が低下することは，一般紡績糸の

　第2表は本練絹紡糸140／2及び66／1（共に普通の撚　　　通i生であるが，強力がこのような複雑な動き方をするこ

度）の種々の瓦斯焼度に対する強伸度の変化を示す。　　　　とは他の糸にない絹紡糸の特性である。従つてなぜ絹紡

　　　　　　　　　　第2表　　　　　　　　　　　　　糸だけが，このような現象を呈するのか，その原因を究

樋　類

140／2

66／1

瓦斯焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　明する必要があ為。
回数．．一．9．．P＿勲1凱＿亙　

それに聡づ纐1嗣拗。関弧、，鞭喩隅糸1　　｝i｝
強力（・）1275・51269・・

幟（刎・・gl…

強力（・）1・・…1249・71

伸度（％）い：・「…

265・Sl　259・・1　2S5・5の強プ・は紐鰍す繍ll、のiM，i：，　－」Jと，撚。もとつく雛

7．8

246．2

7．7

…i…　相励園糊・tとによつて・凝されること・TJiたその

242．5　238．7
正禁搭ミは，庸尉察イ系炎父と月三力との相・乗｛資力・ら」戊ることにもと

・，・「・，・づ誌鵬劣項にii直つて順～糖繊がある゜

　　　　諸条件は第1表に圃じ　　　　　　　　　　　　　　　第3表は7分練及び木練絹繊維の，瓦llli焼前後に於け

　これによれば木練絹紡糸は瓦斯焼度を増すに従い，強　　　る強力を測定比鮫したものである。

力伸度ともに単調に減少することが見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　第8袈

2）瓦鞭7分繍紡糸の撒と強力との関係 @　甲醐・1

竃驚凱謙瓢撚銘臆鑛　・璽塾r巫些！璽・営
・蹴のも・・，撒と強ソ1との1縣を広・伽1題つ　本釧283・9・1276・・91・・83gt258．・9

上の実験から7分練絹紡糸は，瓦斯焼慶9回焼～ちたり　　　　　　訴　数　　0　　　5　　9　　13
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．　t一　　　　　種類　’＼・・．

　m　　　　　¶　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿一．”一一．t＿ku．一一一一＿、＿＿．』　1＿＿：＿一＿．．．．．．．．＿＿一．H

て測定してみた。第1図はこれを示す・　　　　　　　　　　　　　　　　21中4木片100t／m

360

340

強320

力

（3005

　280

260

　これによると7分練も本練も，絹繊維の強フ1は瓦斯焼

度に従つて減少することがわかる。しかし紡績糸は，多

数の繊維の集脅体であるから，瓦斯焼で薩擾焔にふれる

　　　　　　／・”－ny°、＼　　　　　　　　　のは外周の繊糸1髭であつて，糸の全繊維が，このような変

ン／　　＼1　1・を受け醐で・・ない・…1強力嚇囎少す…

　　／．ぐ一＼、　　　　醐違いない・
／．／／＼、＼・　　　　4）灘間の圧力
能／，／　＼　　　　継鰍す・欄、瞬鵬灘の張ブ、，酷糸
〃／　　1：lll擬灘　の太・及び撚数によつ・灘・，張・の大訓・寺蹴

／　　　　　　　　　3．66／1乱斯焼前　　　　の影響は無視してもよい。従つていま問題としている糸
　　　　　　　　　　4．　66！1瓦斯焼後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切断強力の比較などの場禽は，勿論繊維の畳ける張力｝ま

　18　22　26　30　34　38　42　　　　大きいから弓単性の影響は考えないoそうすると繊維閲の
　　　　　　　撚数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腿力は，繊維の張力と，糸の太さと，撚数によるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みてよい。

　　　　　第1図　　　　　　　　　　　　　　そこで今瓦斯焼前後の絹紡糸を比較する場合，繊維の
　　　　備考　双糸の撚度は上撚数で示す　　　　　　　　張力や撚数は変らないし，太さも殆んど変らない（瓦斯

　これによると7分練絹紡糸の瓦斯焼による強力増加　　　焼で焼落されるのは，糸の炎面に出ている毛羽だけで，

は，凡飽和撚以下の1†撚の場合に限り，それ以」：の強撚　　　糸の実質的太さは殆んど変らない）から，結局瓦斯焼に

になれば強力は低下することがわかる。　　　　　　　　　よつて，繊維問o）圧力には殆んど変化は起きないと捗え

　以上の実験で絹紡糸は瓦斯焼によつて，伸度は低下す　　　られるo

るが，強力は精練度により，また瓦斯焼度により，また　　　　5）摩擦係数

撚度によつて増加或は低下することがわかる。　　　　　　　殻後に康擦係数について検討した。第4戎は7分練及
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び本練絹繊維の，瓦斯焼前後に於ける摩擦係数の比較を　　　　とともに上界し，飽和撚を頂点として下隣することは説

示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明を要しないが，各撚度に対する瓦斯焼前後に於ける両

　　　　　　　　　　第嬢　　　　　 細強力については・撚1酬司じであるから勘も同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考凸えれば，『目撚に於ては繊維の摩擦係数のまさる瓦斯

＼型堕ll・　5　9
種類　　、も一

・分練L。・399　1・・…　1・・4・8

13　　　　　焼後の糸の方が高く堺れ，頻1撚に至ればそれと反対に繊

　　本副・・4。・1・…6i。・41・

　　一一一一　　　　m’－t－…　　　．　　　　　　『¶一…　　　　　変化’1犬態を見ると，これ，はilll一撚臓に於1ナる糸強力の比

　これによると本練絹繊維の鷹擦係数は殆んど変化しな　　　較であるから繊維の圧力は同じと考える。なお糸の撚度

いが，7分練は椙当顕著に増加することを知つた。　　　　　は普通撚であるから飽和撚よりかなり’1，trい。従つて糸強

　しかし糸の場合，このような変化を受けるのは外層の　　　力は・繊維の1離擦力に多く影響するから・瓦斯焼度を増

繊維であつて，中心に肉うほど，その糧度は薄らぐであ　　　すに従い繊維の鷹擦係数が増すので糸強力はtilt加す都。

ろうが，内層繊維は周囲から受ける圧力が大きいので滑　　　しかし糸強力に有力に影響す著，鷹擦力の玉’協は・やがて

り難いから，滑り易い外層繊維が，このように鷹擦係数　　　漸減して繊維強力と安代するし，而もその繊維強力は瓦

を増すことは，搬の強力に大きい影響を及ぼすだろうと　　　斯焼瞳を増すに従）て低下すゐから，糸強力も低下し

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，これまた繊維の爽験結果と符1・tlす為。

なお鷹擦係数以外，こ畑劃1する幽で，糸の強力｝こ　　又第嬢の榊繍糸の瓦斯焼囎こよる強力の蜘罐

影響する原困はないだろうかを検討した。　　　　　　　　を見ると，これも同…撚鷹でElf）るから庄力は変らない

　即ち瓦斯焼の際，セリシンがとけて，繊維相互を膠着　　　し，また繊維の鷹擦係数も略々同じ（第4喪滲照）であ

するようなことは，ないかを調べた。これは糸の一・端を　　　る。従つて変るのは駕斯焼度を増すに従つて低下する繊

拡大鏡で観察しながら，静かに口から息をふきかけて繊　　　維強力のみであるから・その影響が糸の強力に現れて糸

維の離れる状態を観察したが，そのような箏実は溜めら　　強力の漸減を晃るのであつて，この動きもまたさきの実

れなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験紺果と符脅する。

　更に又瓦斯焼にょつて，毛羽が焼き落されるとき先端　　　以」二によつて7分練絹紡糸の強力が，瓦斯焼によつて

が焼き縮れて，他の先端と搦み合つているようなことは　　　増減するのは・繊維の摩擦係数と繊維の強力との増減及

ないかも調べた。これは瓦斯焼糸を顕微鏡で観察した　　　び影響関係によるのであり，就中その特異な強力増加

が，その事爽も認められなかつた。しかし焼き落された　　　は，虫として摩擦係数の増加に原因すると考えられる。

毛羽の先端は何れも乳棒状に膨らんでいることが認めら　　　従つて次には，何故7分練絹繊維は瓦斯焼によつて摩

れた。このことは糸が引張られたとき，繊維の滑動を阻　　　擦係数を増加するのかを究明する必要がある。そこでこ

止する一原因となるだろうと考えられるが，このような　　　の特異現象は7分練網紡糸にあらわれて，本練絹紡糸に

現象は本練瓦斯焼糸にも認められたが，その強力変化状　　　は起らないこと，そしてその両者の相異は，荊者には5

態に鑑み，これが糸強力に及ぼす影響は軽微であろうと　　　～7％のセリシンと0．2％内外の油脂分が附蒲している

鰺えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，後者にはそれがないことから，その原因はセリシン

6）考　as　　　　　　　　　　か油脂分か15Lはその両者であると考えられる。
　以上の実験で，糸の強力を支配する諸事項の，瓦斯焼　　　そこで瓦斯焼した7分練絹紡糸を，0。5％のマルセル

にょる影響がわかつたから，それにもとついて瓦斯焼に　　　項鹸液で20分闘煮沸して強力の変化を調べた。第5表は

よる，絹紡糸の強力の瞥異な変化を考察してみる。　　　　　これを示す。

まつ紳、蜥撒の蜥から｝，・，のこと曙えると思　　　　　獅籔

　＿　　　　　　維強力のまさる瓦斯焼前の糸の方ヵ【傷くなつて，糸強力1　0・516　　　　の動きは繊維の実験結果と符合すゐ。

1・…8　次臨壊の7分叙・繍紳備搬・・よ㈱垂・ソ・の

う．・嚇の強加，－II一撚・於・麟ゆ摩擦・・に多・　瓦職咽・1州・

灘講1繍難鵜；、1驚繍　餐；li畿諺｛iiiiil；iii壌i；iiil

13
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　これによると瓦斯焼によつて増加した強力は，このよ

うな処埋を受けても殆んど低下しないことがわかる。そ　　　　　　　文　　　 献

こでセリシソは熱せられると変性して・水に不溶｛ビliとな　　　（1〕石倉新十郎：繍頗｝1論，79～86（1938）

るので石鹸液で煮沸されても除かれ難いこと，それと反　　　（2〕北鳳富烈：生検研報，1～29（1929）

対に油脂分は，礪計麺細嗣r・れ購去さa’Lね臆ら　（3）糖1駄監修・｛k細1蹟と織物，190～243（1956）

ないことから，この原因は三kとしてセリシンにあるだろ　　　（4）窟田　潤：日蛮誌，24，1（1955）

うと考えられる。即ち絹繊維費こ1附着するセ1」シンは熱せ　　 （5）小野四劇～：日蚕関東要旨，q），（2），（5），（1952～

られて変性し水に不溶性となるとともに・繊維の摩擦係　　　　　　　　　　1954）

数も増加させるものと考えられる。従つてこの現象は絹　　（6）坂1：1禽三；僑大繊轍，3，工17（1953）

繊維にセリシソが　醗rしていることが鮒となるから，　（7）蝋侃・繊工学融8，2，119～127（1942）

本棚拗糸には起臆圃・けで献，・なお繍糸に1欲こ　（8）剛・翻1・繊輝占，9，288（1953）

の他に5分練もある。この糸は普通瓦斯焼を行わないの

であるが，セリシンの残膠量は7分練より多いから瓦斯　　　　　　　　　　　　　Sammary

焼すれば類似の現象を量するものと想像される。　　　　　　　1，　Spun　yarn　in　genera［decreases　in　both

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　strength　and　elongation　by　gassing．　Although
　　　　　　　　総　　括　　　　・pun・・lk　decr，。，。，　・。　e1。。、。、・。n　by　i、，、。。e

以」・のことからIK’　°：）ことが謙嵩・と駈）・　　　　・pun・ilk　in・・ease・i・、t，e。gth　whil。。ther

　1）　一般紡績糸は瓦斯焼によつて，強力もイ申慶も低．下　　　decreases　in　it．

する・しかし繍糸は伸1撚｛邸するが・強加1蛍加す　　2．Th・i…ea・e。f・pu・・ilk　i。，t，entS・th　by

〈？ものと低下するものとある。　　　　　　　　　　　　　　gassing　is　chiefly⊂1ue　to　denaturalization　of　the

2）醐焼によつて繍糸卿1力が鋤1するのは・主　・eri・in…he・u・fac・。f・・ilk　fib，・b，　heati。9，

として網繊維の表面に　f橘し“’る・セリシンが鰍ら　・nd　th・s　t・i。，rea、e・i。・the，。effi、i，。t。f　f，i、ti。。

れて変性し，繊維表－面の摩桟壽係数を増加させるためと考　　　of　itS　surface，

えられる・　　　　　　　　　　　3．Theref・・e　b。il・d－。ff、pu。，ilk　has。。t　thi、

3）従つて本練繍紅は・この囎1姻らない・　　P，。P，、’ty．

4）このように勅1した勤｝ま疎㈱欄｝こも耐え　4、The　spun・ilk・f・・　increa，ed、t，e。g，11　is
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